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	 行 事 名
	甲山研修会

	実施日時
	平成２７年１２月１０日（木曜日）１０時～１４時００分　　　天候：くもり

	場　所
	甲山森林公園

	テーマ
	冬の植物観察　紅葉と果実

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	３８名

	内容
（項目と概要）
	10:00学習室で今月の花「スイセン」についてのレジュメの解説があった。ヒガンバナ科の多年草で地中海沿岸原産、日本には古くに帰化したニホンスイセンが自生。海流の流れに沿った淡路島、南房総や伊豆半島、そして越前海岸に群生していることから漂着した球根がひろがったものと思われる。世界的には１万種を超える品種が英国王立園芸協会に登録されている。
10:15～12:30　軽登山道をコースとして、遅まき気味の紅葉と果実をテーマに観察を開始、今年のおおまかな特徴は、５～６月の低温、８月の低温、１１～１２月の高温と異常気候の影響で例年とは違い、果実が多く、紅葉が遅い。紅葉は黄色が目立ち赤が少ない。
観察樹木:コナラ（ははそもみじ）、カミヤツデ（ハエによる虫媒）、ドウダンツツジ（美しい赤）、カナメモチ（たくさんの実）、ツバキ（帰り咲）、クヌギ（下部の葉の緑・順次開葉）、アカメガシワ（下から黄葉）、イソノキ（赤）、コバノガマズミ（黄色）、ネジキ、ヤマウルシ、ソヨゴ、ハゼノキ（なぜか表が緑で裏が赤）　ヒサカキ（インク色の果実）、アマヅル（美しい赤）、10:40　第一展望台、ウラジロ（やはり裏は白い）、サクラバハンノキ、ヒメユズリハ、マルバシャリンバイ、イヌビワ、11:20　第２展望台、クロバイ（インク色の果実）、カマツカ（橙色）、アオハダ（薄い美しい黄色）、イヌザクラ（蜜腺がない）、シラカシ（徒長枝の大型の葉）、コナラ（カンナ屑のようなナラ枯れ）、ヒメヤシャブシ（緑の落葉）、シャシャンボ（実のあるものが少ない）、イヌザクラ（白い樹皮）、イチゴノキ（実の色づき）、ホルトノキ（大型の実）、キリ（花芽）、ハンノキとサクラバハンノキ（冬芽・花序）、イイギリ（赤い実）、そして、坪田さんの案内で第２駐車場のタマミズキ（紫色の葉柄と赤い小型の実）
昼食（学習室）12:30～13:10

ミニ研修（屋外）13:10～13:30

シニア１９期　上池喜代美さんによる「動的ストレッチ」と題した準備運動を学んだ。事故防止の観点から従来の静的ストレッチが見直されている。（出典は「ＮＨＫテレビのためしてガッテン」）
学習室内で図鑑の紹介「草木の種子と果実」（誠文堂新光社、\2800）

フジ、タマリンドウ、テイカカズラ、ケヤキ（短枝についた）、クルミ類などの実物を使った解説があり、持ち込まれた、コセンダングサ、ツゲに似た植物、クロソヨゴなどの解説で終わった。14：00終了。

	まとめ
感想
	５８名の申込みがあったが、工作の準備と天候不順で、３８名に終わった。14:10から雨が降り出した。
　来月は自主活動発表会、堅苦しく構えずにふるって応募してください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
